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A. 演題
1.陰茎癌 4例
1970J 
第 500回千葉医学会例会
第 15回千葉泌尿器科集談会
(昭和初年 9月 6日
石川嘉夫(国立千葉泌尿)
陰茎癌 4症例について報告した。 1例は，亀頭部に発
生したもので，陰茎切断術および放射線療法， 2例は全
除精術， リンパ腺廓清術および放射線療法， 1例は包皮
先端に発生せるもので，ブレオマイシン療法および環状
切除術を施行した。 ブレオマイシンは極めて有効で、 300 
mgにて腫療は極めて縮少し，組織学的にも，癌細胞は
消失し，単に潰湯形成を示すに至っている。なお 4例に
陰茎海綿体撮影法を施行したが，海綿体への腫蕩の浸潤
が明瞭に示され，腫療の浸潤度を検索するのに有用で、は
ないかと考える。
質問 z 百瀬剛一(千大泌尿)
陰茎海綿体撮影の目的は何か。
答 z 石川尭夫(国立千葉)
浸潤の程度を知るためである。
質問 z 百瀬剛一(千大泌尿)
浸潤の程度が分かるか，またこの法を手術の基準とす
るか。
答: 石川尭夫(国立千葉)
組織と大体一致する。また手術の基準としている。
質問 z 瀬川嚢(君津中央)
ブレオマイシンで発熱などの副作用はないか。自験例
では術後(腫療がないと)には副作用がないように思わ
れたが。
答 z 石川尭夫(国立千葉) 
2g前後投与後，週 2回投与で発熱，脱毛，食思不振，
爪の変形，色素沈着を見る。またご質問の後半について
は l例のみであり，お答えできない。 
2. Alport症候群症例 
0日景 高志，三橋慎一(千大泌尿)
真鍋 漕(成田日赤泌尿)
伊藤 晴夫(千大泌尿)
重松 秀一(同第二解剖)
於附属病院第 l講堂) 
先天性家族性腎疾患に難聴，時に眼症状を伴う Alport
症候群の報告は近年増加の傾向にあるが，われわれも最
近本症と考えられる同胞二人の腎生検を行ない興味ある
結果を得た。患者は 7才 2ヵ月と 4才10ヵ月の姉妹で，
血尿を主訴として来院，家族歴には，父が慢性腎炎にて
現在尿毒症の状態，祖母に蛋白尿の既往がある。検査成
績では，尿沈澄で著明な血尿，蛋白尿，赤沈値の允進の
他は特に変化を見ず，腎機能，肝機能，レ線検査にでも異
常は認められない。開放性腎生検による組織像は，光顕
的には二症例とも，糸球体基底膜の肥厚と，局所的なメ
ザンギウムの増生が認められ，姉の症例では間質の著明
な線維化と脂肪頼粒の出現を見た。また電顕的にはこ症
例とも，糸球体基底膜内皮側に， Deposit の沈着，不
規則な肥厚，メザンギウムの増生という特徴ある像を示
し，既往歴に，両者とも扇桃炎を繰り返していることと
併せ，遺伝的素因の存在を思わせる。
質問 z 神谷定治(東京船員中央)
尿細管のどの部分から変化があるか。またその変化は 
Alportの特徴か。
答 z 日景高志(千大泌尿)
近位と思うが場所は不明であり，また特徴的とは思わ
れない。 
3.千葉労災病院腎結核患者の統計的観察 
0安田耕作，並木徳重郎，伊藤弘世
(千葉労災泌尿)
最近腎結核はやや増加の傾向にあるが，定型的な症状
を呈するものが少なく，不定の症状で来院するものが多
くなった。従って勝脱鏡で所見がなく，インジゴ青排池
が良好であれば IVPを施行することがすくないので，
腎結核を見のがす危倶をいだかせる。また，末期腎結核
患者で，注意深い治療によって，化学療法および食餌療
法で、軽快に向わせた一例を報告した。
質問 z 百瀬剛一(千大泌尿)
腎結核由来の尿毒症に対し透析を行なったか。
答 t 安田耕作(千葉労災)
透析は行なっていない。
